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第4期科学技術基本計画で示された課題解決型の考え方を踏まえ、今年6月に科学技術
イノベーション総合戦略が閣議決定され、当面取り組むべき重要な課題としてエネルギー、
健康長寿、次世代インフラ、地域資源、復興再生の5つの分野が掲げられた。
これらの分野における現状の課題を踏まえつつ、各分野でさらに取り組むべき課題や、
新たに取り組むべき課題を検討する。

新たに取り組むべき課題

各分野でさらに取り組むべき課題

検討対象について
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１．第4期科学技術基本計画は、平成23年度から5か年を目標として、我が国の将来にわ
たる成長と社会の発展を実現するための主要な柱として、震災からの復興再生、グリー
ンイノベーション、ライフイノベーションの3分野を設定。
これを元に、毎年作成するアクションプランにて各分野の具体的な課題および取組を整
理。

２．総合戦略では、基本計画との整合を保ちつつも、最近の状況変化を織り込み、喫緊の
課題である経済の再生を達成し、2030 年の我が国のあるべき経済社会の姿を実現する
ため、エネルギー、健康長寿、次世代インフラ、地域資源、復興再生の5分野を設定し、こ
の中で各分野の具体的な課題および取組を整理。これらを平成26年度アクションプラン
のテーマとした。

３．総合戦略で示す課題や取組を議論の出発点として、次項以降に示す。
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現在設定されている課題
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(出典) 総合科学技術会議「第4期科学技術基本計画 概要」

１．第４期科学技術基本計画における課題の記載

基本計画では、我が国の将来にわた成長と社会の
発展を実現するための主要な柱としてこれらを位置
づけ、これを元にアクションプランで具体的課題・取
組を設定。
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２．科学技術イノベーション総合戦略における課題の記載

総合戦略では、経済再生の達成やあるべき経
済社会の姿を実現するため、科学技術イノ
ベーションが当面取り組むべき課題そのものを
設定。
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重点的取組

クリーンなエネルギー供給の安定化と低コスト化
（１）革新的技術による再生可能エネルギーの供給拡大
（２）高効率かつクリーンな革新的発電・燃焼技術の実現
（３）エネルギー源・資源の多様化

新規技術によるエネルギー利用効率の向上と消費の削減
（４）革新的デバイスの開発による効率的エネルギー利用
（５）革新的構造材料の開発による効率的エネルギー利用
（６）需要側におけるエネルギー利用技術の高度化

高度エネルギーネットワークの統合化
（７）多様なエネルギー利用を促進するネットワークシステムの構築
（８）革新的エネルギー変換・貯蔵・郵送技術の高度化

健康寿命の延伸

（１）栄養・食生活、身体活動・運動、休養等の健康や疾病予防
に与える影響について疫学研究等を推進し、健康づくりの
エビデンスを創出
（２-１）がん、循環器疾患、糖尿病、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰ
Ｄ）の革新的予防・診断・治療法の開発
（２-２）精神・神経疾患等の革新的予防・診断・治療法の開発
（２-３）感染症の予防・診断・治療法の開発と公衆衛生の向上
（２-４）希少・難治性疾患の予防・診断・治療法の開発
（３）身体・臓器機能の代替・補完
（４）医薬品、医療機器分野の産業競争力強化（最先端の技術の
実用化研究の推進を含む）
（５）働く人々の健康づくり
（６）未来医療開発（ゲノムコホート、バイオリソースバンク、
医療技術の費用対効果分析研究の推進、生命倫理研究等）
（７）健康、医療、介護分野へのＩＴを活用した地域包括ケア等
の推進
（８）ＢＭＩ、在宅医療・介護関連機器の開発

障がい児・者の社会参加の促進
（２-４）希少・難治性疾患の予防・診断・治療法の開発【再掲】
（３）身体・臓器機能の代替・補完【再掲】
（８）ＢＭＩ、在宅医療・介護関連機器の開発【再掲】

次世代を担う子供の健やかな成長
（９）子どもの健康指標改善、子どもの健康へ影響を与える環境
要因の解明

国際社会の先駆けとなる健康長寿社会の実現

クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現

科学技術イノベーション総合戦略

重点的課題

３．科学技術イノベーション総合戦略で示す課題と取組（１）



6

重点的取組

インフラの安全・安心の確保 効率的・効果的なインフラ維持管理・更新の実現

レジリエントな防災・減災機能の強化 自然災害に対する強靭なインフラの実現

高度交通システムの実現
次世代インフラ基盤の実現

科学技術イノベーションの活用による農林水産業の強化
（１）ゲノム情報を活用した農林水産技術の開発
（２）医学との連携による高機能・高付加価値農林水産物の開発
（３）IT・ロボット技術等による農林水産物の生産システムの高度化

地域発のイノベーション創出のための仕組みづくり
（４）生産技術等を活用した産業競争力の涵養
（５）サービス工学による地域のビジネスの振興
（６）地域の産学官が連携した研究開発や地域経済活性化の取組

住民の健康を災害から守り、子どもや高齢者が元気な社会の実現
災害発生時の医療技術、的確な医療提供と健康維持の手法や災害弱者である妊産婦
や乳幼児、高齢者への適切な支援方法の研究開発等

災害にも強いエネルギーシステムの構築 風土・地域特性を考慮した再生可能エネルギー開発等

地域産業における新ビジネスモデルの展開 革新的技術・地域の強みを活用した産業競争力強化と雇用創出・拡大等

災害にも強い次世代インフラの構築
地震・津波発生情報の迅速化、構造物の強靭化向上、大量の災害廃棄物の処分・有
効利用等

放射性物質による影響の軽減・解消 放射性物質の効果的・効率的な除染・処分、除染等作業を行う者の被ばく防止等

東日本大震災からの早期の復興再生

科学技術イノベーション総合戦略

重点的課題

   次世代インフラの構築を通じた地域づくり・まちづくり

地域資源を’強み’とした地域の再生

世界に先駆けた次世代インフラの整備

３．科学技術イノベーション総合戦略で示す課題と取組（２）


